


































第１章 序論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １
１．１ 研究の背景、目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２
１．２ 研究の方法、構成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４
１．３ 本研究で扱う情報関係の用語の定義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６
１．４ 既往の研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７






   ２．１．１ 社会基盤（施設） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４
  ２．１．２ 社会基盤整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４
   ２．１．３ 社会基盤整備の段階 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
   ２．１．４ 社会基盤整備に関する制度、仕組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
  ２．１．４．１ 外部評価の制度、仕組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
     ２．１．４．２ 参加型の制度、仕組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９
     ２．１．４．３ 社会基盤整備の段階と制度、仕組み ・・・・・・・・・・・・・・２０
     ２．１．４．４ 制度、仕組みにおける課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２
   ２．１．５ 参画と協働 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２
   ２．１．６ 参画と協働による社会基盤整備を支えるコミュニケーション ・・・・・・・２３
２．２ 社会基盤整備におけるコミュニケーション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４
   ２．２．１ コミュニケーション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４
   ２．２．２ コミュニケーションとしての制度、仕組みの分類 ・・・・・・・・・・・・２５
  ２．２．３ コミュニケーションの要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６
２．３ コミュニケーションの主体としての行政、新しい公 ・・・・・・・・・・・・・・・２７
   ２．３．１ 行政 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７
   ２．３．２ 新しい公 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７
２．４ コミュニケーションの場、規範、目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９
  ２．４．１ コミュニケーションの場としての公共の考え方 ・・・・・・・・・・・・・２９
  ２．４．２ コミュニケーションの場としての公共圏 ・・・・・・・・・・・・・・・・２９
  ２．４．３ コミュニケーションの規範としての信頼 ・・・・・・・・・・・・・・・・３０




第３章 コミュニケーションのための情報の整備と表現  ・・・・・・・・・・・・・・・・・４１
３．１ コミュニケーションのための情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２
   ３．１．１ 情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２
   ３．１．２ 情報の理解 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３
   ３．１．３ 「わかる」とはどういうことか ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３
   ３．１．４ 「わかる」とは「わける」こと ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４４
   ３．１．５ わかりやすさの観点からの視覚情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・４４
   ３．１．６ 視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６
   ３．１．７ 小結 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４７
３．２ 社会基盤整備の各段階と情報の整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８
   ３．２．１ 社会基盤整備の各段階と情報の整備（持ち方）  ・・・・・・・・・・・・・４８
   ３．２．２ 情報整備のキーテクノロジー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０
    ３．２．２．１ レーザー測量（航空、地上）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・５０
    ３．２．２．２ GIS ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１
   ３．２．２．３ CAD ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２
    ３．２．２．４ GPS ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２
     ３．２．２．５ ネットワーク技術 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３
     ３．２．２．６ 建設CALS/EC ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３
   ３．２．３ 社会基盤整備における情報の整備の課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・５４
     ３．２．３．１ ネットワーク技術、通信技術の活用による効率的な情報整備 ・・・５４
     ３．２．３．２ 建設CALS/EC の徹底 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５
     ３．２．３．３ 情報を整備する技術の課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５
３．３ 社会基盤整備の各段階と情報の表現 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６
   ３．３．１ 社会基盤整備の各段階と情報の表現（見せ方）  ・・・・・・・・・・・・・５６
   ３．３．２ 情報のわかりやすい表現技術   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８
     ３．３．２．１ CG（Computer Graphics） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８
     ３．３．２．２ 3DCG のわかりやすさの考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・５９
   ３．３．３ 社会基盤整備における情報の表現の課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・６１
     ３．３．３，１ テキストで表現される情報の視覚化 ・・・・・・・・・・・・・・６１
     ３．３．３．２ 人の活動の視覚表現 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１
３．４ 章結 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６３
引用・参考文献 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６５
第 4 章 社会基盤整備におけるコミュニケーション・ニーズとそれに配慮した情報の提供手法の評価・６７
４．１ 評価項目の設定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６８
４．２ 社会基盤整備の必要性や理念などへの理解と協力の獲得（ビジョン・構想段階） ・・７０
   ４．２．１ 尼崎 21 世紀の森構想（尼崎市）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０
     ４．２．１．１ コンセプトの視覚表現 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０
     ４．２．１．２ 人の活動の視覚表現 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７１
４．２．１．３ 環境―活動―場の視覚表現 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・７２









   ４．３．１ 大蔵海岸整備（明石市） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７８
４．３．２ 多可町大河丘陵開発計画（ラベンダー園整備計画）（多可郡多可町） ・・・・８１
   ４．３．３ 門崎（とざき）駐車場整備（南あわじ市） ・・・・・・・・・・・・・・・８３
   ４．３．４ 丸山漁港整備（南あわじ市） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８５
４．３．５ JR 朝霧駅改築（神戸市） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８７
   ４．３．６ JR 篠山口駅改築（篠山市） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８９
４．３．７ 山手幹線整備（西宮市） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９１
   ４．３．８ 山手幹線整備（芦屋市） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３
４．３．９ 主要地方道香住村岡線道路改良（大乗寺バイパス整備）（美方郡香美町） ・・・９５
４．４ 工事施工への理解と関係者の協力の獲得（工事施工段階） ・・・・・・・・・・・・９７
４．４．１ 国道 250 号飾磨バイパス整備（市川大橋整備）（姫路市） ・・・・・・・・９７
   ４．４．２ 国道 372 号日置バイパス整備（篠山市） ・・・・・・・・・・・・・・・・９９
４．５ コミュニケーション・ニーズ及び情報の提供手法の評価 ・・・・・・・・・・・・１０１
   ４．５．１ コミュニケーションの評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０１
   ４．５．２ 情報の提供手法の評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０４
   ４．５．３ 情報の整備の評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０７
   ４．５．４ 情報の表現の評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０７
   ４．５．５ 各段階で連続・一貫した情報の整備と表現 ・・・・・・・・・・・・・・１０８
４．６ 章結 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１０
引用文献・資料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１１
第５章 結論と今後の研究の方向    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１３
５．１ 結論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１４
  ５．１．１ 社会基盤整備とコミュニケーションと情報 ・・・・・・・・・・・・・・１１４
  ５．１．２ 情報の整備と表現 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１５
  ５．１．３ コミュニケーションのための連続・一貫した情報の整備と表現 ・・・・・１１５
５．２ 課題と今後の研究の方向 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１７
   ５．２．１ 社会基盤整備とコミュニケーションに関する課題と今後の研究の方向 ・・１１７
５．２．２ コミュニケーションのための情報整備に関する課題と今後の研究の方向 ・１１８



















  １．４．１ 社会基盤整備における市民参加、合意形成に関する研究
１．４．２ 社会基盤整備における市民参加、合意形成のための情報の扱いに関する研究























旧建設省（現国土交通省）は 1999（平成 11）年 1 月 8 日に、「コミュニケーション型国土行
政の創造に向けて」を発表し、社会資本整備や地域づくりは本来、国民との協働、共創作業で
あるとして、深みのあるコミュニケーションの推進を通じて良質な社会資本が蓄積されていく








の P/C に対して平均約 9 人から約 26 の意見が提出されている。案件の内訳をみると、河川整備
計画あるいは河川整備基本方針に関するもの 27 件、条例・制度等に関するもの 6 件、構想・基
本計画に関するもの 5 件、その他 4 件で、事業の構想・計画段階にあって基本的な方針や計画
内容を問うものが主なものである。9 人、26 件を多いとみるか少ないとみるかはおくとして、










































































































































































































加にどれだけ寄与するかを算出している。結果は、期間 5 年の事業が 10%の短縮の実現をみる
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  ２．１．５ 参画と協働
  ２．１．６ 参画と協働による社会基盤整備を支えるコミュニケーション
２．２ 社会基盤整備におけるコミュニケーション
  ２．２．１ コミュニケーション
  ２．２．２ コミュニケーションとしての制度、仕組みの分類
  ２．２．３ コミュニケーションの要素
２．３ コミュニケーションの主体としての行政、新しい公
  ２．３．１ 行政
  ２．３．２ 新しい公
２．４ コミュニケーションの場、規範、目的
  ２．４．１ コミュニケーションの場としての公共の考え方
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    環境衛生施設；上下水道、廃棄物処理施設、公園など
     保険医療施設；病院、保健所など
     社会福祉施設；特別養護施設など
    教育文化施設；学校、美術館、競技場、公民館、図書館など
    エネルギー供給施設；ガス、電力供給施設など
（２）生産基盤施設
    一次産業関連施設；漁港、農林道など
     二次産業関連施設；工業用水道、工業用地など
（３）交通通信施設
    交通施設；道路、鉄道、空港、港湾など
     通信施設；公共放送施設など
（４）国土保全施設


















を目的に、それまでの 9 本の長期計画を一本化して新たに「社会資本整備重点計画」を 2003（平
成 15）年 10 月に閣議決定した。この計画では、計画期間を 2003（平成 15）年度から 2007（平
第２章 社会基盤整備におけるコミュニケーション・ニーズ
- 15 -










行政投資額は 1995（平成７）年頃が史上最高の時期で、約 50 兆円であるが、それから 7 年経






















５０８，９４４1995（H7）   ６．４   ３０８
４９１，２６７1996（H8） △３．５   ２９７
４５８，３７９1997（H9） △６．７   ２７８
４７２，６１３1998（H10）   ３．１   ２８６
４４７，４３８1999（H11） △５．３   ２７１
４１３，９１３2000（H12） △７．５   ２５１
３８４，４９２2001（H13） △７．１   ２３３


























    ５０８（１７．１）都市計画費
    ４１７（１４．１）河川海岸費
    ３６９（１２．４）住宅費
    １５３（ ５．１）土木管理費
    １２７（ ４．３）砂防費
    １２２（ ４．１）港湾空港費
     ６２（ ２．１）災害復旧費
     ３５（ １．２）維持管理費
      ９（ ０．３）その他
  ２，９６９（１００．０）合 計






















































































































































































































































































りなさである。現在の実情を観察すれば、P/C や P/I では行政からの一方的な政策の提案に終始
して、双方向の協議や意見交換が活発に行われ、そのことがまた、波及的に次の議論を招来し










































































1 段目 Manipulation 世論操作
2 段目 Therapy 市民の不満回避策
3 段目 Information 官側からの情報提供
4 段目 Consultation 公聴
5 段目 Placation 代表市民の参加
6 段目 Partnership 官民のパートナーシップ
7 段目 Delegate Power 市民への一部権限委譲
8 段目 Civil Control 市民によるコントロール























































































（８）提案    新たな代替案、新規計画案などを提案すること




































































































































































































































































































































































































   具体的には、
  ① ビジョン・構想段階
  整備の必要性、理念、整備イメージ、将来像等の理解を得ること





  ③ 工事施工段階
     社会基盤施設を所定の位置に正確に早く安価に具体化させること
  ④ 維持管理段階






   ● 社会基盤整備の必要性、理念、整備イメージ、将来像等を理解すること
   ● 地権者等事業に直接の利害関係はないが、関係者として事業実施に賛同もしく
は同意すること
   ● 審議会等で事業実施に対して合意すること、事業実施に概ねの賛意を示すこと
② 計画・設計段階
● 事業実施に「同意」して用地提供、物件除却等に協力すること
    ● 事業実施に地元関係者として協力、参画、協働すること
  ④ 工事施工段階
     ● 工事施工内容を了解し、協力すること
  ⑤ 維持管理段階




   具体的には、
  ① ビジョン・構想段階
● 整備の必要性、エリアの将来像、整備目標、整備イメージ、事業効果、事業ス
ケジュール、ゾーニング（おおまかな土地利用） 等
  ② 計画・設計段階
     ● 土地利用計画、施設分布、交通流動、計画施設・構造物の位置、線形、規模、
デザイン、施設・構造物の周辺状況・詳細位置・詳細寸法、とりあい、仮設、工
事施工計画、資材調達計画、用地取得・物件補償関係丈量、用地境界 等
  ③ 工事施工段階
     ● 施設・構造物詳細（位置、寸法、色彩、材質等）、周辺地物等とのとりあい、
仮設、交通処理 等
  ④ 維持管理段階
     ● 施設・構造物の帰属（管理者、所有者）、用地境界 等
（４）送り手、受け手双方での信頼














   コミュニケーションの主体（「送り手」「受け手」） ； 行政、新しい公
    コミュニケーションの場           ； 公共圏
    コミュニケーションの規範           ； 信頼























  １，９６７（ ９．４）民生費
  １，４７０（ ７．０）警察費
    ７４７（ ３．６）農林水産費
    ６９５（ ３．３）その他
２０，８８３（１００．０）合 計
（出典；兵庫県県土整備部『平成 19 年度県土整備部概要』2007（H19）年 5 月）
    ＊ 四捨五入の関係で合計の末位の数字があわないことがある。











１５，０５９（ ４．２）住  宅
１４，７４５（ ４．１）水  道
  ７，４８２（ ２．１）港  湾
  ２，７００（ ０．８）空  港





































2-4 池田謙一 著 『コミュニケーション－社会
科学の理論とモデル－』
東京大学出版会 pp2-3 2000(H12)




2-7 原田尚彦 著 『地方公務員新研修選書-3     
行政法』
学陽書房  p3 1980（S55)











著  加藤 寛 訳
『「信」なくば立たず』 （株）三笠書房 p63 1996(H8)











2-17 2-14 に同じ p173
2-18 2-14 に同じ pp26-27

















門奈直樹 等 『メディア・コミュニケーション論』 北樹出版 2002(H14)
山脇直司 『公共哲学とは何か』 ちくま新書 2004(H16)
阿部潔 『公共圏とコミュニケーション』 ミネルヴァ書房 1998(H10)
佐藤慶幸 『ウェーバーからハバーマスへ』 世界書院 1996(H8)







佐藤 勉 編 『コミュニケーションと社会システ
ム』
（株）恒星社厚生閣 1997(H9)




『ルーマン 社会システム理論』 新泉社 2004(H16)
馬場靖雄 『ルーマンの社会理論』 勁草書房 2001(H13)
松下圭一 『シビル・ミニマムの思想』 東京大学出版会 1971(S46)
松下圭一 『シビル・ミニマム再考』 公人の友社 2003(H15)























著  鈴木主税 訳






















  ３．１．１ 情報
３．１．２ 情報の理解
  ３．１．３ 「わかる」とはどういうことか
３．１．４ 「わかる」とは「わける」こと
  ３．１．５ わかりやすさの観点からの視覚情報
  ３．１．６ 視点
  ３．１．７ 小結
３．２ 社会基盤整備の各段階と情報の整備
  ３．２．１ 社会基盤整備の各段階と情報の整備（持ち方）
  ３．２．２ 情報整備のキーテクノロジー
    ３．２．２．１ レーザー測量（航空、地上）
    ３．２．２．２ GIS
    ３．２．２．３ CAD
    ３．２．２．４ GPS
    ３．２．２．５ ネットワーク技術
    ３．２．２．６ 建設CALS/EC
  ３．２．３ 社会基盤整備における情報の整備の課題
    ３．２．３．１ ネットワーク技術、通信技術の発展による効率的な情報整備
    ３．２．３．２ 建設CALS/EC の徹底
    ３．２．３．３ 情報を整備する技術の課題
３．３ 社会基盤整備の各段階と情報の表現
  ３．３．１ 社会基盤整備の各段階と情報の表現（見せ方）
  ３．３．２ 情報のわかりやすい表現技術
３．３．２．１ CG（Computer Graphics）
３．３．２．２ 3DCG のわかりやすさの考察
  ３．３．３ 社会基盤整備における情報の表現の課題
３．３．３．１ テキストで表現される情報の視覚化






































































































































表３－１ 五感の学習度 (文献 3-9 にあるものを改変)
11％           83%
聴覚 視覚































































































































































































































（NETIS ; New Technology Information System）にも複数のシステムが登録されている。この手
法の特徴は、対象物の詳細な 3 次元データが簡便に入手できることにあり、GIS や GPS との連
携により座標との関連づけによって地図ベースに転換できることにある。
図３－４は、約 200m 四方の土地について地上 8 箇所から計測したレーザー測量結果（有効






















行政分野で活用が広まっている。兵庫県の導入状況として 2005（平成 17）年 11 月現在、都市










丹波市にある地元の NPO がさまざまな地域情報をWeb GIS を活用して発信しているものがあ
り（図３－６，３－７）、これからの新しい「公」が地域情報の記録と発信を通した活性化を目
指していくうえで参考になる事例である。
      
図３－８と図３－９は、社会基盤整備の計画・設計段階で、GIS データを CAD 化するシス




                       
図３－８ GIS による 2 次元データ(3-14) 図３－９ 図 3-8 の GIS データを 3 次元
CAD 図面としたもの(3-14)
図３－６ たんば地域 Web GIS トップ
      画面の一部
（http://www.tamba-map.com/）











GIS→CAD については、３．２．２．２節で論じたとおり 3 次元 CAD 化が可能であるが、
実際には CAD→GIS 化が課題になっている。通常の測量で得られた図形や属性に関する DM※
（Digital Map）データを CAD データに変換する方法の標準化や CAD データを GIS データに変
換する方法の標準化が進められている。具体的には地形測量成果であるDMが設計段階のCAD
で使用できるよう DM－CAD(SXF)の高度利用版の変換仕様（案）が国土交通省で作成中であ
る。また、CAD データによって GIS データを変更・更新するために CAD－GIS 変換仕様につ
いても作成中である。CAD（SXFVer3.）では図形のファイル形式 (.sfc/.p21)と属性ファイル形




は、できるだけ初期の段階から 3 次元で作成することである。それは後述する 3 次元コンピュ
ータ・グラフィックス（3DCG※；3 Dimensional Computer Graphics）への発展を担保するからで
あるが、その意味からはビジョン・構想段階であっても３．２．２．２．節で論じたように GIS
データから 3DCAD データを作成し、3DCG データの作成へつなげることが有効である。通常
は、上で論じたように測量成果（DM 形式）を CAD データ化するが、モデリングソフトを活
用するなどして、できるだけ 3 次元化することが、情報整備のうえからは有効である。
３．２．２．４ ＧＰＳ
































































進されている。兵庫県でも 2001～2010（平成 13～22）年度の 10 年間を整備期間とし、段階的
に導入している。2007（平成 19）年度は、電子入札は 1 千万円以上の工事及びすべての業務委
託、電子納品は 2 千万円以上の工事及びすべての業務委託、電子施工管理は 2 千万円以上かつ
工期 4 ヶ月以上の工事を対象に導入している。
一般土木分野の電子納品仕様では、CAD 製図標準によることとされており、現在の国の基準




























































に、情報の表現という視点からは CAD 図面でも 3 次元CAD 図面が有効であり、建設CALS/EC







   ●計測・位置決め                ＝ レーザー測量、GIS、GPS
    ●モデル化（対象施設のコンピュータ内での再現） ＝ レーザー測量、CAD
   ●データの交換、共有              ＝ 通信技術
   ●データを共有する制度             ＝ 建設CALS/EC
これらの技術間で、たとえば GIS についてはデータを処理するいわゆるエンジンにさまざま
な形式があって、使う側はそのエンジンの仕様に合致した使い方をしなければ GIS が機能しな































































































































































CG とは、コンピュータ上で画像を処理/生成する技術。もしくは CG 技術を用いて作成され




















































































































































































































































































































































・GIS    ・ネットワー ク















































・GIS    ・ネットワー ク































・言葉、文字    ・図面（維持管理用）
・コンピュータ
＜対象空間の大きさ＞
施設レベル  (1/2,500～1/10) ＜技術＞
・GIS    ・ネットワー ク












































3-2 3-1 に同じ p279
3-3 山鳥重 『「わかる」とはどういうこ
とか』
ちくま新書 339  p33 2002(H14)
3-4 3-3 に同じ P57






3-7 3-6 に同じ pp40-41








3-10 3-9 に同じ p212
3-11 3-9 に同じ p213
3-12 宮崎清孝、上野直樹著 『認知科学選書１ 視点』 東京大学出版会  p13 1985(S60)
3-13 3-12 に同じ p55
3-14 Kenichi Sugihara
Yoshitugu Hayashi
“GIS and CG Integrated System 










































大阪大学大学院修士論文    1998(H10)
高田洋輔 『環境共生型デザインにおける表
現と 3DCG 動画表現手法の開発』












  ４．２．１ 尼崎 21 世紀の森構想（尼崎市）
    ４．２．１．１ コンセプトの視覚表現
    ４．２．１．２ 人の活動の視覚表現
４．２．１．３ 環境―活動―場の視覚表現









  ４．３．１ 大蔵海岸整備（明石市）
４．３．２ 多可町大河丘陵開発計画（ラベンダー園整備計画）（多可郡多可町）
  ４．３．３ 門崎（とざき）駐車場整備（南あわじ市）
  ４．３．４ 丸山漁港整備（南あわじ市）
  ４．３．５ JR 朝霧駅改築（神戸市）
  ４．３．６ JR 篠山口駅改築（篠山市）
  ４．３．７ 山手幹線整備（西宮市）
  ４．３．８ 山手幹線整備（芦屋市）
  ４．３．９ 主要地方道香住村岡線道路改良（大乗寺バイパス整備）（美方郡香美町）
４．４ 工事施工への理解と関係者の協力の獲得（工事施工段階）
  ４．４．１ 国道 250 号飾磨バイパス整備（市川大橋整備）（姫路市）
  ４．４．２ 国道 372 号日置バイパス整備（篠山市）
４．５ コミュニケーション・ニーズ及び情報の提供手法の評価
  ４．５．１ コミュニケーションの評価
４．５．２ 情報の提供手法の評価
  ４．５．３ 情報の整備の評価
  ４．５．４ 情報の表現の評価















    ○ ビジョン・構想段階
    ○ 計画・設計段階
    ○ 工事施工段階
    ○ 維持管理段階
（２）コミュニケーションの場（公共圏）
   第２章２．４．２節で論じたとおり、各事業におけるコミュニケーションが展開された
公共圏を明確にする。ただし、事業の細部にわたる経緯を把握しきれていない可能性があ
るため、ここで評価する項目は主たる公共圏である。
    ○ 行政、コンサルタント、デザイナー、専門家等からなる送り手側の公共圏
      （たとえばデザイン検討会等）
    ○ 地権者、自治会、地元関係者等事業に直接関係する受け手との公共圏
    ○ 審議会、審査会、報道機関、パブリック・コメント等地元関係者とは直接関係し
ない公共圏
（３）送り手（主として行政）のニーズ
   公共圏におけるコミュニケーションにあたって送り手が企図したこと、送り手の果たす
べき役割、行動をいうこととし、以下のとおりの項目とする。
    ○ 事業の必要性、理念、効果等に対して受け手の理解を得ること
    ○ 事業完成後の姿（将来像）、将来の土地利用等完成イメージに対して理解を得る
こと
    ○ 事業主体、資金構成等事業スキーム、事業費、スケジュール等事業の実行内容に
対して理解を得ること
    ○ 事業で築造される施設・構造物の位置、規模、線形等デザインに対して理解を得
ること
    ○ 事業に必要となる用地の提供、物件の除却等を依頼すること
    ○ 工事施工に関して工事車両の道路使用、施工時間帯等について了解を得ること
    ○ 工事施工に関して築造する施設・構造物の現地での取り合い、おさまり、なじみ
等設計内容やデザインに関する調整
    ○ 完成後の施設・構造物の維持管理について参画・協働を得ること
（４）受け手（主として市民・住民）のニーズ





    ○ 社会基盤整備の必要性、理念、整備イメージ、将来像等を理解する
    ○ 地権者等事業に直接の利害関係はないが、地元関係者として事業実施に賛同もし
くは同意する
    ○ 審議会等で事業実施に対して合意する、事業実施に概ねの賛意を示す
    ○ 事業実施に「同意」して用地提供、物件除却等に協力する
    ○ 事業実施に地元関係者として協力、参画、協働する
    ○ 工事施工内容を了解し、協力する








    ○ 送り手の能力に対する期待
    ○ 送り手の意図に対する期待
（７）情報の提供手法






    ○ GIS（データのCAD 化を含む）
    ○ GPS
    ○ 2DCAD
    ○ 3DCAD
    ○ 3DCG（静止画、動画、アニメーション）
    ○ 3DCG リアルタイム･シミュレーション
    ○ ネットワーク技術、通信技術
    ○ 建設CALS/EC
    ○ 人の活動の表現
    ○ 写真、スケッチ、フォトモンタージュ等CG、CAD 以外のメディア
    ○ 模型、ジオラマ等 3 次元のメディア


















      
           
    












































































４．２．１．１及び４．２．１．２節で活用した Photo Cinema®は 2 次元の写真等のアイテム
を視覚･聴覚的に表現するソフトで、その作品は作成者の表現方法に依拠し、見る者の自由な視
点移動を確保するものではない。第３章３．３．３．２節で論じたように環境－活動―場の一
連の計画過程を支援するために、活動シーンを表現する 2 次元の写真等のアイテムを 3 次元空
間の上に配置し、自由な視点移動を保証しながら、あたかもその場所でその活動が展開されて
いるかのように表現した。具体的には、４．２．１．２節で作成した活動イメージの写真を、
あらかじめ作成しておいた緑地の 3DCG（Virtool 社の VirtoolsTM）の上に配置した。たとえば、
落葉広葉樹林ゾーンではピクニックの写真を、照葉樹林ゾーンでは森を観察する写真といった
ように、それぞれのゾーン上で展開されると思われる活動イメージの写真を配置した。それら



















＜（２）コミュニケーションの場（公共圏）＞ 尼崎 21 世紀の森づくり協議会 等
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞








   森づくりをテーマにした尼崎臨海部の再生をめざすプロジェクトに対する理解と期待を
得ること。
＜（６）信頼＞
   送り手の能力に対する期待とともに、送り手の意図に対しても期待が持たれた。
＜（７）情報の提供手法＞

























































































































































   主として中国地方政府当局者との検討会でゾーニング等の検討がされたことから、送り
手側の公共圏である。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞




   受け手である地方政府関係者はこのゾーニング計画を理解し、事業着手に向けた取組を
開始すること。
＜（５）共通ニーズ＞





   的確なゾーニング計画を提示した送り手の能力と意図に対する期待が大きかった。
＜（７）情報の提供手法＞





































































































































































   行政、デザイナー、コンサルタントによる送り手側の事業検討会及び行政、デザイナー、
コンサルタントによる地元住民への工事説明会。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞








































































































































































   行政、デザイナーによる送り手内部の検討会及び行政、デザイナーによる地元住民等関
係者への説明会。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞
   地元住民等関係者に事業の必要性、理念に対する理解と協力を求めることはもとより、
施設・構造物の詳細な検討を通して用地取得、さらに円滑な工事実施に至ること。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞
   工事説明会などの公共圏において事業への理解・協力、用地提供、円滑な工事実施。
＜（５）共通ニーズ＞
   丘陵斜面地をラベンダー園にするという事業に対する必要性、理念の共通理解、施設・
構造物の詳細なデザイン、それらを踏まえた用地の確保、円滑な工事実施。
＜（６）信頼＞
   送り手の能力と意図に対する期待。
＜（７）情報の提供手法＞








































































































































専攻）環境設計情報学領域により CAD による 3DCG 画像と模型を活用した事例である。事業






   行政、デザイナーによる送り手側の事業検討会。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞
   送り手側の事業検討会における施設のデザイン検討、工事の円滑な実施。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞






   送り手内部におけるデザイナーと行政関係者との間でのデザイナーの能力に対する期待
という信頼。
＜（７）情報の提供手法＞












































































































































   行政、デザイナーによる送り手側の事業検討会及び行政、デザイナーによる住民、漁業
関係者に対する工事説明会。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞
   送り手側の事業検討会における施設のデザイン検討と住民、漁業関係者等との工事説明
会における施設・構造物への理解・協力を得ること。工事の円滑な実施。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞
   事業内容の理解と事業実施への協力。完成する施設・構造物の確認。
＜（５）共通ニーズ＞
   事業の必要性、理念から施設・構造物の了解、工事施工のための用地の協力、工事施工
段階での協力、さらに施設完成後の漁業関係者による適切な管理。
＜（６）信頼＞
   送り手に対する意図と能力に対する期待という信頼。
＜（７）情報の提供手法＞






図４－１５ 魚彩館 CAD 出力画像(4-4) 図４－１６ 地区の 3DCG 出力画像(4-4)



















































































































































   JR を含む送り手側の事業検討会における施設のデザイン検討と工事の円滑な実施。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞

















































































































































   行政（篠山市、西紀町、丹南町、今田町（当時））、ＪＲ、デザイナー、コンサルタント
による送り手側の駅・周辺施設のデザイン検討会及び地元地権者等関係者への説明会。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞
   JR、行政等からなる送り手側の駅周辺デザイン検討会における施設のデザイン検討及び
地元地権者等関係者の事業協力の獲得。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞



















































































































































   行政、デザイナー、コンサルタントによる送り手側の事業検討会及び行政、デザイナー、
コンサルタントによる住民への工事説明会。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞
   送り手側の事業検討会における施設のデザイン検討及び地元住民等関係者への工事説明
会を通した事業協力の獲得。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞
   詳細な施設・構造物の理解と新設道路が生活環境に及ぼす影響の把握、そのうえでの用
地提供等工事実施への協力。
＜（５）共通ニーズ＞
   沿道に対する道路完成後の日陰問題や圧迫感等新設道路の影響の把握と共有。沿道住民
からの要望等円滑な工事実施。
＜（６）信頼＞










































































































































この事例は、現在進行中（2009 年 11 月現在）の事例（事業主体は芦屋市）で、４．３．７










   行政、デザイナーによる送り手側の事業検討会及び行政、デザイナーによる住民への工
事説明会。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞
   送り手側の事業検討会における施設のデザイン検討及び地元住民等関係者への工事説明
会を通した事業協力の獲得。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞
   詳細な施設・構造物の理解と新設道路が生活環境に及ぼす影響の把握、そのうえでの用
地提供等工事実施への協力。
＜（５）共通ニーズ＞





























































































































































   行政、コンサルタントによる送り手内部の検討会及び行政、コンサルタントによる住民
への説明会。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞
   送り手側の検討会における道路構造（線形、土工等）の検討と地元住民等関係者への工
事説明会を通したルート選定と用地提供等事業への協力の獲得。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞
   新設道路の位置を把握、確認し、検討を通して位置を決定すること。
＜（５）共通ニーズ＞
   新設道路の位置を地形や景観などの観点から検討し、決定すること。
＜（６）信頼＞























































































































































   行政、コンサルタントによる送り手内部の検討会及び地元地権者等住民や行政コンサル
タントによる工事説明会である。
＜（３）送り手（主として行政）のニーズ＞
   送り手側の検討会における橋梁構造と景観の確認。地元地権者等関係者への取り付け道
路の構造等の確認、用地提供等事業への協力の獲得。
＜（４）受け手（主として市民）のニーズ＞
   橋梁取り付け道路の構造等への理解と地権者の用地提供協力。
＜（５）共通ニーズ＞
   事業で完成する施設・構造物の確認及び橋梁及び取り付け部の詳細な検討を踏まえた用
地の確保等設計段階から工事施工段階に至る実質的な協議調整。
＜（６）信頼＞



















































































































































   新設道路の詳細な構造の把握と理解、そのう
  えでの用地提供への協力。
＜（５）共通ニーズ＞



















































































































































































































































































































































































































































  取り上げた事例の中で維持管理段階の事例はなかった。維持管理段階での 3DCAD、
3DCG の活用が見当たらない理由は、現に今存在している施設、構造物、空間の利用や管
理であることから、わざわざ改めて 3DCAD や 3DCG を作成する必要がなく実際に計測す
るかもしくはそこまで詳細なデータ、情報が不要なことが考えられる。しかし、工事施工































   ○事業で築造される施設・構造物の位置、規模、線形等デザインに対して理解を得ること
  ○工事施工に関して築造する施設・構造物の現地での取り合い、おさまり、なじみ等設計内容
やデザインに関する調整
   表４－１５によると、3DCG を活用した事例はおおむね②のビジュアル化が比較的容易
な項目について受け手の理解を得ようとしている事例であることがわかる。即ち、この章
















CALS/EC 側のデータ形式がまだ 2 次元であることなどに起因している。情報を 3DCAD や
3DCG として整備することは当然のことながら、データの 2 次元化が可能であることから、
今後、建設 CALS/EC の広がりに応じて対応は容易であるといえる。
（９）ネットワーク技術が明確に活用された事例が見当たらない。









































































































































































































































































































整備として 3DCAD や 3DCG を活用したものである。ネットワーク技術や通信技術また、建設
CALS/EC の徹底に適合するのはデジタルベースの情報整備であり、その意味で４．２節から４．
４節の事例は情報整備の課題に対応していくうえで有効である。





































































































● 技術の連続性    ；GIS、CAD などの技術を継続・連続して活用していく情報の整
備、表現を行うこと






























② 情報の提供手法に関しては、わかりやすい情報の整備という観点から 3DCAD、3DCG を
活用した事例が増加しているが、ビジョン・構想段階での活用はまだ少ないことや維持管
理段階での活用は見当たらないこと。








3DCAD や 3DCG が作成できるほどデータの精度が高くなくても、リアリティの高い、そうい
う意味で精度の高い表現が可能になっているということである。
また実際には、同じ 3DCAD を作成するソフト間でのデータの互換性の確保や、3DCAD デ























4-4 4-1 に同じ P133




『参加型社会の決め方』 （株）近代科学社 p73 2004(H16)
4-8 4-7 に同じ P80




三田市都市再開発事業 1984(S59)       南あわじ市門崎駐車場整備事業 1986(S61)
    赤穂市新々赤穂大橋景観設計 1988(S63)    丹波市遠方地区都市施設設計 1988(S63)
    明石市大蔵海岸整備事業 1989(H1)      南あわじ市丸山漁港総合整備事業 1992(H4)
    香美町香住港ルネッサンス計画 1992(H4)  洲本市洲本港ポンツーン整備事業 1993(H5)
    洲本市大浜ビーチハウス基本設計 1995(H7)  神戸市 JR朝霧駅改築事業 1993(H5)
    篠山市 JR篠山口駅改築事業 1994(H6)     但馬空港周辺地域整備構想 1994(H6)
    姫路市 JR姫路駅高架化景観シミュレーション 1996(H8)
明石市明石港展望広場基本設計 1996(H8)   播磨空港計画敷地造成検討 1997(H9)
    西宮市山手幹線整備事業 1998(H10)      多可町大河丘陵開発事業 1999(H11)
    芦屋市山手幹線整備事業 2002(H14)      香美町香住村岡線道路改良事業 2004(H16)

















ションできる素材を作成できることが望まれる。このためのソフトとして Life stage 社の Photo 




























































  ５．１．２ 情報の整備と表現
  ５．１．３ コミュニケーションのための連続・一貫した情報の整備と表現
５．２ 課題と今後の研究の方向
  ５．２．１ 社会基盤整備とコミュニケーションに関する課題と今後の研究の方向
５．２．２ コミュニケーションのための情報整備に関する課題と今後の研究の方向












































































































































































































































・言葉、文字    ・図面（維持管理用）
・コンピュータ
＜対象空間の大きさ＞
施設レベル  (1/2,500～1/10) ＜技術＞
・GIS ・ネットワーク





















































































































































































































































































3DCG；3-Dimensional Computer Graphics 3 次元コンピュータ・グラフィックス
コンピュータの画面に、物体や空間を立体的（3 次元）に描画した画像や映像のことで、コンピュー
タゲームをはじめ、様々な分野で活用されている。一般に、モデリング 、マテリアル（質感設定）マ
















  コンピュータを用いて画像を作成すること、及びその画像そのものをいう。CG は主に 2DCG（2 次
元コンピュータ・グラフィックス）と 3DCG（3 次元コンピュータ・グラフィックス）に大別されるが、
3DCG の作品を 2DCG で表現したり、2DCG の作品を 3DCG で表現する場合がある。1985(昭和 60)年
頃から一般化し、現在では映画、テレビコマーシャル、漫画の制作分野にも使われている。
CG アニメーション；CG animation
  少しずつ変化する CG画像を連続的に表示して、人間の目にあたかも物や景色が動いているかのよう
に見せるもの。通常、1 秒間に 24～30 の画像を見せると、スムーズな動きに見える。人間が少しずつ

















National Spatial Data Infrastructure）を整備し、官民推進協議会の立ち上げや e-Japan 重点計画での取組な
ど普及に力を入れている。
GPS；Global Positioning System；全地球測位システム
人工衛星を利用して地球上の自分の位置を正確に把握するシステムで、誤差数 cm から数十m で把
























































SPC；Special Purpose Company 特定目的会社
  PFI 事業では、計画・設計から管理運営に至るまで種々の業態が関係し、複数の異業種企業が企業連
合（コンソーシアム）を組むケースが多い。このコンソーシアムに参加する企業の経営状態がPFI 事業
に悪影響を与えないように、それぞれが出資して親会社から独立した会社を設立することが一般的で、
その会社を SPC と呼ぶ。行政は SPC と PFI に関する契約を締結し、SPC は実際にサービスを提供して
いく。
SXF；SCADEC (Standard for the CAD Data Exchange of Construction field) data eXchange Format
建設分野でCAD が普及してきたが、ファイルを共有・交換しようとすれば、Autodesk 社の交換形式
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第 27 回情報・システム・利用・技術シンポジウム論文集
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